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（２） 火山活動の履歴 

最近２万年間は、水蒸気噴火などの新鮮なマグマを放出しない活動のみだと考えられて

いたが、最近の研究では、過去１万年間に複数回のマグマ噴火が発生していることが明ら

かにされている。それらによると、最近１万年間にマグマ噴火は４回発生している。また、

水蒸気噴火は過去 7500年間には、堆積物として残る規模のものが少なくとも 11回発生し

ている。1979年噴火以前の歴史記録に残る噴火は発見されていないが、山頂南西の地獄谷

における噴気活動は、最近数百年間は継続している。 

1979 年 10月 28日に噴火したが、これが有史以降、初めての噴火であった。その後、1991

年や 2007年に小規模な噴火や火山性微動、火山性地震、噴気増加などの火山活動の活発化

がみられたが大きな噴火には見舞われることはなかった。 

平成 26年 9月 27日に、剣ヶ峰南西側で噴火した。火砕流が南西方向に流れ下り、3km を

超えたことも観測された。 

 

〈有史以降の火山活動〉 
年代 活動経過・被害状況等 

1978～79 年 

(昭和 53～54年） 

1978年５月王滝村付近で群発。活動のピークは 1978年 10 月。最大地震は 10

月 7日 05：44 M5.3。 

1979年(昭和 54 年)  10 月 28 日早朝。火砕物降下。噴火場所は剣ヶ峰(主峰)南斜面小火口群。 同

夜におさまる。前橋付近まで降灰。山麓で農作物被害。噴出物の総量は約 20

数万トン。 

1984年(昭和 59 年)  ９月 14日。岩屑なだれ(御嶽崩れ)。場所は御嶽山南南東斜面。 「昭和 59(1984)

年長野県西部地震(M6.8)」。御嶽山頂のやや南方に生じた山崩れは約 10 ㎞流

下して、王滝川に達するなど所々で大規模な崩壊。死者 29 名、住宅全半壊 87

棟等。地震活動は数年後にほぼ収まった。 

1988年(昭和 63 年)  10月 4～10日。低周波地震多発。 

1991年(平成３年)  ５月 13～16 日の間。噴火場所は 1979 年第 7 噴火口。 ４月 20 日山体直下で

地震多発、以後 6月まで時々地震多発。４月 27日～６月微動多発、特に５月

12～16 日微動活発。５月 20 日の現地調査で、1979 噴火の第 7 火口から火山

灰を噴出した跡を確認。第 7 火口はこれまで噴気もなかった。 

1992年(平成４年)  11月 12日。火山性地震増加(52 回) 。 

1993年(平成５年)  ３月下旬以降、山頂の南南東約 10㎞付近(長野県西部地震の余震域)で地震活

動が活発化した。 

1995年(平成７年) ８月下旬に、極微小な火山性微動が合計７回発生。 

2006(平成 18)年 12 月中旬、わずかな山体膨張が始まる。12 月下旬、山頂部直下で火山性地震

増加、火山性微動発生(以降、2007 年３月まで消長を繰り返しながら継続) 。 

2007(平成 19)年 １～３月。噴火場所は 79-7 火口。 １月 16～17 日火山性地震増加(16 日 90

回、17 日 164 回)１月 25 日一連の活動中で最大の火山性微動発生(15～20 秒

の超長周期成分を含む)。 ３月 16 日噴気量増加(三岳黒沢の遠望カメラで山

頂部に少量の噴気を確認、以降、ごく少量の噴気が時々認められる)。 ３月

後半ころ、ごく小規模な噴火。５月 29 日の現地調査で、79-7 火口北東側約

200ｍの範囲に 79-7 火口から噴出した火山灰を確認(噴火発生日は不明)。地

震波等の研究から、御嶽山直下へのマグマ貫入(深さ 4km まで上昇)に伴って

山頂直下の地震が発生 。 
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2014(平成 26)年 ９月 27 日 11 時 52 分頃噴火。噴火場所は剣ヶ峰の南西側。南西方向

に火砕流が流下。27 日 11 時 41 分頃から連続微動。これに先立つ９月

10 日から 11 日にかけて地震増加。 

出典：気象庁ホームページ 有史以降の火山活動

（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/312 Ontakesan/312 history.html） 

 

【平成 26 年 9 月 27 日 御嶽山噴火】 

 平成 26 年 9 月 27 日（土）11 時 41 分頃から火山性微動が発生し始め、11 時 52 分頃噴火

発生 
 同日 12 時 36 分、噴火警戒レベルが１（平常）から３（入山規制）に引き上げ 
 死者・行方不明者 63 名 

 
〈噴火箇所〉 

 
出典：気象庁ホームページ 御嶽山の火山活動に関する火山噴火予知連絡会拡大幹事会 参考資料（H26.8.26） 

（http://www.jma.go.jp/jma/press/1409/28a/yochiren20140928-2.pdf） 
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（３） 現在の活動状況 

御嶽山の火山活動は低下した状態が続き、昨年（2014 年）10 月以降噴火が発生してい

ないことから、昨年９月 27 日と同程度の噴火の可能性は低下していると考えられます。一

方、弱いながらも噴煙活動や地震活動が続いていることから、昨年９月 27 日よりも規模の

小さな噴火が今後も突発的に発生する可能性は否定できません。 

火口から概ね１km の範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒して

ください。 

風下側では降灰及び風の影響を受ける小さな噴石に注意してください。 

平成 27 年６月 26 日に火口周辺警報を発表し、噴火警戒レベルを３（入山規制）から２

（火口周辺規制）に引下げました。その後警報事項に変更はありません。 

 

噴煙など表

面現象の状

況 

三岳黒沢及び鈴蘭高原に設置している遠望カメラ、中部地方整備局が滝越等に

設置しているカメラによる観測では、白色の噴煙が火口縁上 100～600ｍの高さ

で経過しています。また、上空の風の弱いときには一時的に最高で 1,300ｍの

高さまで上がりました。 

 

（写真：8月 7日三岳黒沢遠望カメラ）（写真：8月 19日滝越設置カメラ） 

地震や微動

の発生状況 

火山性地震は少ない状態で経過していますが、2014 年８月以前の状況には戻

っていません。低周波地震を 17 日に１回観測しています（７月は２回）。この

地震の発生時及びその前後で、噴煙や地殻変動の観測データに火山活動の高ま

りを示す変化はみられていません。 

火山性微動は観測されていません。 

地殻変動の

状況 

傾斜計、GNSS※連続観測では、火山活動の高まりを示す変化は認められません。 

※GNSS とは、GPSをはじめとする衛星測位システム全般を示す呼称 

 

出典：気象庁ホームページ 「御嶽山の火山活動解説資料（平成 27 年８月）」 

（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/tokyo/15m08/312_15m08.pdf） 
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（４） 火山監視・観測体制 

御嶽山の観測点配置図は以下のとおりである。 

 

なお、御嶽山頂観測点からのデータは現在入っていません。 

 

気象庁ホームページ 「御嶽山の火山活動解説資料（平成 27 年８月）」 

（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/tokyo/15m08/312_15m08.pdf）  



 

8 
 

（５） 御嶽山の火山防災の取組 

① 火山ハザードマップ・火山防災マップ 
御嶽山火山防災協議会では、後述する『御嶽山火山噴火緊急減災対策砂防計画」（H23.7）

におけるシミュレーション結果に基づいて、平成 14年に作成した火山ハザードマップの

見直しが行った。 

新たな噴火履歴の調査により、これまでの想定火口領域の北端（三ノ池）よりも、北の

継子岳付近などで噴火の実績が確認された。これにより、想定火口領域の見直し（拡大）

が行われ、併せて噴石、火砕流（火砕サージ）、融雪型火山泥流などの影響範囲も再度検

討された。 

水蒸気噴火による噴石の飛散範囲については平成 26年９月 27日の噴火の実績が反映さ

れている。 

御嶽山火山防災協議会では、この新しいハザードマップを基に、火山防災マップの更新

を行う予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈想定火口図〉 

 
出典：御嶽山火山防災協議会資料 気象庁噴火シナリオより
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〈御嶽山火山ハザードマップ（H27.8）〉 

 
出典：御嶽山火山防災協議会資料 
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② 御嶽山噴火警戒レベル（H20） 
御嶽山では、記録に残っている噴火事例が少なく、特に規模の大きな噴火については詳

細な推移が明らかになっていない。そこで、「御嶽山火山防災マップ（H14）」基づき、噴火

警戒レベルの設定とレベルの段階に応じた防災対応の検討が行われた。 

運用されている噴火警戒レベルは、最も活発な活動を続けている 79-7 火口（H14火山防

災マップの想定火口領域の南端）で噴火した場合の対応や規制範囲になっている。 

なお、公表されていないが気象庁、県、市町村のレベル設定時の申し合わせ文書では三

ノ池（H14火山防災マップの想定火口領域の北端）から噴火した場合についても検討されて

いる。 
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③ 御嶽山火山噴火緊急減災対策砂防計画（H23.7） 
平成 21年 10月より、火山や砂防の専門家、市町村等の地方公共団体および関係行政機

関からなる「御嶽山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討会」が設置され、事前対策（ソフ

ト・ハード）や噴火時の緊急対策などについての検討が進められた。 

平成 27 年７月に『御嶽山火山噴火緊急減災対策砂防計画』策定され、同年９月に御嶽山

火山噴火緊急減災行動連絡会が設置され、継続的な検討が行われている。 

 

④ 具体的な避難計画策定支援（内閣府事業 H26） 
内閣府では、「噴火時等の具体的で実践的な避難計画策定の手引」（平成 24年 3月）を定

めるなどして、火山地域における具体的な避難計画の策定を推進していた。しかし、常時

観測 47 火山の関係市町村のうち、具体的な避難計画の策定が完了した市町村は 20市町村

に留まっていた（平成 26年２月 28日現在）。 

このため２箇所のモデル地域を対象に「具体的な避難計画（案）」の策定を支援しつつ、

その課題を把握し、解決策を多くの地域に展開するための知見を蓄積することとした。 

御嶽山では平成 26年度に協議会の一本化が予定されていたことから、モデル地域の１つ

として、避難計画（案）の策定支援が行われた。 

この計画では、避難対象地域の抽出・整理、避難手段・避難経路・避難先の特定など、

具体的で詳細な検討の他に、平常時の火山防災体制などについても検討が行われ、総合的

な火山防災計画となっている。前述の火山ハザードマップ（H27）の基本図の作成など技術

的な支援も行われた。 

御嶽山火山防災協議会では、この「具体的な避難計画（案）」をもとに、火山防災計画の

策定を進めている。 

⑤ 御嶽山に係る普及啓発の取組 
【御嶽山火山防災ハンドブック（H21 岐阜県下呂土木事務所）】 

火山に対する知識が不十分な方に対しても伝わるように、御嶽山の火山地形や、火山

災害の様子、噴火警戒レベルに合わせた防災対応などの広い情報が、わかりやすい言葉

でまとめられている。 
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【御嶽はかせ養成講座『御嶽山を知ろう！火山を丸ごと食べてみよう！』】 

御嶽少年自然の家と協同で、１泊２日の火

山防災意識向上を目的とした防災教育プログ

ラムが実施された。御嶽山の火山地形の観察

を行ない、観察会との連携を意識した、火山

一般についての座学、キッチン火山学実習を

実施した。 

キッチン火山学実習は、観察した地形や学

んだ火山現象を分かりやすく理解してもらう

ために４つの実験を、身近な材料で行った。 
出典：日本火山の会キッチン火山実験グループ 

（www.kazan-net.jp/kitchen/kitchen05kazan/kitchen05kazanimage/63milk3.jpg） 

 

 

【防災だよりの発行】 

平成 22年の６月から、中部地方整備局 多治見砂

防国道事務所が発行している一般住民向けのリー

フレットで、年に４回程度発行されている。御嶽山

の火山防災事業の経過報告や、過去の噴火現象、火

山災害の一般的知識、御嶽山からのめぐみなどが掲

載されている。 

 

 

 

 

 

 
御嶽山火山防災だより Vol.14 

中部地方整備局 多治見砂防国道事務所ホームページ 

（http://www.cbr.mlit.go.jp/tajimi/sabo/ontake/） 

 

【火山と生きる 御岳山から学ぶ in木曽町】 

平成 27年６月 20日に長野県木曽町で、信濃毎

日新聞社主催により、御嶽山噴火災害の教訓を考

えるシンポジウムが開催され、遺族を含め、約

150 名の一般住民が参加した。 

噴火予知連絡会会長の藤井先生と、NPO法人環

境防災総合政策研究機構理事の宇井先生による

基調講演が行われた後、パネルディスカッション

が行われ、登山者への情報伝達手段の課題などが

指摘された。  
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（４） 観測体制 

乗鞍岳の観測点配置図は以下のとおりである。 

 
出典：「乗鞍岳 観測点配置図」、気象庁ホームページ 

http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/311_Norikuradake/311_Obs_points.html 
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（２） 火山活動の歴史 

有史以降（1907 年～）は、山頂及び山腹で水蒸気爆発が繰り返し発生し、山腹に噴石や

火山灰をもたらした。1915 年及び 1962 年の噴火では、山腹で火口列を形成し、火口から

は火口噴出型泥流が発生した。特に、1915年の噴火では、山頂部に長さ 1kmの大きな亀裂

を生じ、その底部に数十個の火口が生成された。その後、大雨による土石流が発生、泥流

が梓川をせき止め、上高地の一部を湖水化して大正池を生成した。また山頂噴火のほか山

腹でも噴火し、火口の南東側面にも下堀爆裂火口、北側面に中尾峠爆裂火口がある。 

参照：「火山噴火予知連絡会 火山観測体制等に関する検討会報告」（平成 22年 2月） 

松本市地域防災計画（平成 24年） 

火山に強くなる本 山と渓谷社 

 

（３） 噴火の特徴 

焼岳は、約 2300年前のマグマ噴火以降は、水蒸気噴火を繰り返している。焼岳周辺の

堆積物から約 2300年前以降に降下火山灰を堆積物として残すような規模の水蒸気噴火が８

回発生したことがわかっている。山頂部で発生した最も新しい噴火は 1962～1963年の噴火

であるが、この程度の規模の噴火では堆積物は火口のごく近傍にしか残らない。約 4000年

前には下堀沢溶岩と呼ばれる焼岳で最大規模の溶岩を流出する噴火も発生している。焼岳

を起源とする火砕流堆積物からは爆発的な噴火の産物である軽石やスコリアなどの降下火

砕物は認められないことから、火砕流はすべて溶岩ドームの崩落によるものと考えられて

いる。 

→過去の噴火より、焼岳は水蒸気噴火と水蒸気噴火からマグマ噴火に至る噴火を繰り返

してきたことがわかる。また、今後マグマ噴火が発生するとしたら、「溶岩流出・溶岩ドー

ムの形成→溶岩ドームの崩落による火砕流の発生」という形態をとる可能性が高いと考え

られる。 

出典：焼岳火山噴火対策協議会幹事会事務局「焼岳火山防災計画(案)」（平成 27年７月 10日改正） 

 

（４） 火山災害の履歴 

6世紀以降、しばしば噴火したという記録が見られ、20世紀になってからは、1907年か

ら 1913 年にかけ、頻繁に噴火しては火山灰を降らせている。前述にある、1915年の噴火以

降もたびたび小噴火を繰り返し、1962 年の噴火では、大量の噴石や火山灰を噴出、火口付

近の山小屋で４人が負傷した。 

参照：火山に強くなる本 山と渓谷社＜噴火災害の履歴＞ 
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＜有史以降の火山活動＞ 

年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲630 年 小規模：水蒸気

噴火 

火砕物降下。噴火場所は山頂付近。(VEI1) 

▲685 年 中規模：水蒸気

噴火 

火砕物降下。噴火場所は山頂付近。(VEI2) 

▲1270 年 水蒸気噴火 火砕物降下。噴火場所は山頂付近。 

▲1440 年 水蒸気噴火 火砕物降下。噴火場所は山頂付近。 

▲1460 年 中規模：水蒸気

噴火 

火砕物降下。噴火場所は山頂付近。(VEI2) 

▲1570 年 水蒸気噴火 火砕物降下。噴火場所は山頂付近。 

▲1746 年 中規模：水蒸気

噴火 

火砕物降下。4 月 18-19 日。噴火場所は山頂付近。(VEI2) 

1887(明治 20)年頃

から 

噴気 中尾峠北側小丘に噴気孔を生じ、次第に山頂方面に及び樹木

枯死。 

▲1907～09(明治

40～42)年 

水蒸気噴火 火砕物降下。降灰、旧火口底に新火口生成。噴火場所は正賀

池火口,正賀池火口東側。 
07 年 12 月 8、11、21、23 日。08 年 3 月 8 日、7 月 28 日、

11 月 23 日。09 年 1 月 20-21 日、3 月 10、12、13、23、29
日、4 月 9、26 日、5 月 7、13、15、28 日、6 月 1 日。1909
年噴火：1 月鳴動、降灰。3 月 4 回噴火、噴煙多量、降灰。

旧噴火口の西端近くに新火口生成。4 月 2 日噴火、鳴動、降

灰。5 月鳴動、降灰。6 月鳴動、降灰、新火口生成。 

▲1910～12(明治

43～45)年 

水蒸気噴火 2 回噴火。火砕物降下。鳴動、降灰。噴火場所は正賀池火口、

隠居孔火口。 
10 年 11 月 11 日、29、30 日。11 年 5 月 6、11 日、6 月 13、
14、16、17、22、23、24、27、29 日、7 月 7、8、10、12、
13、17、19、20、22 日、8 月 18、21、23 日。12 年 2 月 11、
13、16、18、19、22、23、26 日、3 月 3、20 日、4 月 4、5、
21 日、5 月 6、8 日。1911 年噴火：5 月爆発、鳴動、降灰。

6 月爆発、鳴動、降灰。7 月爆発、火口生成、鳴動、降灰。8
月降灰、鳴動。1912 年 2～7、9 月噴火：降灰。 

▲1913～14(大正 2
～3)年 

水蒸気噴火 火砕物降下。鳴動、降灰。噴火場所は隠居孔火口。 
13 年 8 月 1 日、9 月 1、10 日、11 月 11 日。14 年 1 月 12、
13 日。 

▲1915(大正 4)年 中規模：水蒸気

噴火、(泥流) 
6 月 6 日、7 月 6、16 日。火砕物降下、泥流。噴火場所は大

正池火口、隠居孔火口。 2 月噴火、降灰。6 月 6 日噴火、噴

火直前に地震群発。山頂東側の標高約 1900m の台地から山

頂東側壁に達する長さ 1 ㎞の大亀裂を生じ、この底部に数十

個の火口生成。爆風による倒木、泥流による梓川のせき止め、

決壊、洪水発生。大正池生成。同年 7 月小爆発。(VEI2) 
▲1916(大正 5)年 水蒸気噴火 4 月 11 日。火砕物降下。降灰。噴火場所は大正池火口、隠居

孔火口。 

▲1919(大正 8)年 水蒸気噴火 11 月 1 日。火砕物降下？噴火場所は黒谷火口、隠居孔火口。 

▲1922(大正 11)年 水蒸気噴火 3 月 19 日。火砕物降下。降灰。噴火場所は黒谷火口、隠居

孔火口。 

▲1923(大正 12)年 水蒸気噴火 6 月 26 日、7 月 3、10、26、31 日、8 月 2 日。火砕物降下。



 

20 
 

噴火場所は黒谷火口、隠居孔火口。 鳴動、降灰多量、養蚕

に被害。 

▲1924～26(大正

13～15)年 

水蒸気噴火、(泥
流) 

火砕物降下、泥流。降灰。噴火場所は隠居孔火口、黒谷火口。 
24 年 11 月 16、17 日、12 月 3、7、9、10 日。25 年 1 月 13、
22、31 日、2 月 10、11、26 日、3 月 3、4、28 日、4 月 27
日、5 月 2、13、15、17-19、21-23 日、6 月 27-28 日、7 月

4 日、8 月 3、22 日、9 月 22 日、10 月 4、12、13、23-26
日、11 月 1、12、13、17 日、12 月 3、10、11、14、22、24、
26 日。26 年 1 月 27 日。1925 年 1～6、10～12 月噴火活発：

噴石、火柱。鳴動、降灰広範囲。1926 年 1 月 27 日小噴火、

降灰。本噴火イベントに伴う泥流が 1925 年 5 月 18 日に発

生。 

出典：日本活火山総覧（第 4版） 

（５） 現在の活動状況 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認められません。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に変更はありま

せん。 

噴煙な

ど表面

現象の

状況 

北陸地方整備局が設置している焼岳北

カメラ（焼岳の北北西約４ km）による

観測では、北峰付近の噴気孔からの噴

気の高さは概ね 50ｍ以下で経過して

います。（写真：７月 26 日 焼岳北カメ

ラによる） 

また、同局設置の焼岳南西斜面カメラ

（焼岳の西南西約 2.5km）による観測

では、岩坪谷上部の噴気孔からの噴気

の高さは概ね 60ｍ以下で経過してい

ます。その他の地域で噴気は認められ

ません
（写真：７月 26 日 焼岳南西斜

面カメラによる） 

地震や

微動の

発生状

況 

７月 24 日に山頂の北東３㎞付近（広域地震観測網による）で一時的に地

震活動が活発となりましたが、その他の期間では、低調に経過しています。 

火山性微動は観測されていません。 

地殻変

動の状

況 

GNSS※連続観測では、火山活動によるとみられる変動は認められません。 

※GNSS とは、GPSをはじめとする衛星測位システム全般を示す呼称 

 

出典：気象庁ホームページ 「焼岳の火山活動解説資料（平成 27 年７月）」 

（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/tokyo/15m07/310_15m07.pdf） 
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（６） 火山監視・観測体制 

焼岳の観測機器の配置図は以下の通り。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

≪焼岳 観測点配置図≫ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈岳 山頂付近の噴気口の位置図 
 

出典：気象庁ホームページ 「焼岳の火山活動解説資料（平成 27 年７月）」 

（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/tokyo/15m07/310_15m07.pdf） 
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（７） 焼岳の火山防災の取組 

① 火山ハザードマップ・火山防災マップ 
【焼岳火山防災マップ（H14）】 

平成 14年３月、岐阜県上宝村（現：高山市）や長野県安曇村（現：松本市）、岐阜県、

長野県、国土交通省等の関係機関からなる焼岳火山噴火警戒避難対策協議会によって

「焼岳火山防災マップ」が発行された。この「焼岳火山防災マップ」では、火砕流や融

雪による火山泥流などの想定到達範囲などが示されているほか、過去の焼岳の火山活動

や想定される火山災害などについても解説されている。 

 

 

＜焼岳火山防災マップ（H14）＞ 
 

 

出典：松本市ホームページ「焼岳火山防災マップ」 

(http://www.city.matsumoto.nagano.jp/kurasi/bosai/bosai/yakedak_kazanbousaimap.files/yakedake_bousaimap.pdf ) 
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【焼岳火山防災基本図（H26 策定、H27 改正）】 

焼岳火山噴火対策協議会設置を受け、「焼岳火山防災計画」の策定や「噴火警戒

レベル」の運用開始、国土交通省北陸地方整備局による「焼岳火山噴火緊急減災対

策砂防事業」等、新たな噴火（影響）想定等に関する検討が行われた。この検討成

果を踏まえ、火山防災マップの原図となる「焼岳火山防災基本図」が策定された。 

焼岳火山防災基本図では、協議会関係者だけでなく、住民等が噴火警戒レベルご

との対応について、地図上で確認することができるよう、噴火警戒レベルごとの防

災対応を地図上に明示している。噴火の規模ごとにケースを分け、噴火警戒レベル

2・3(火口周辺又は入山規制)に相当する規模の噴火と噴火警戒レベル 4・5(居住地

避難準備又は避難)の２種類の図面が作成されている。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜焼岳火山防災基本図 噴火警戒レベル 2・3 の場合（H27 改正）＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜焼岳火山防災基本図 噴火警戒レベル 4・5 の場合（H27 改正）＞ 
出典：松本市ホームページ 焼岳の火山防災について 

https://www.city.matsumoto.nagano.jp/kurasi/bosai/yakedake.html 
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【焼岳火山防災マップ（H27）】 

御嶽山の噴火では多くの登山者が犠牲になったことから、岐阜県では焼岳火山噴

火対策協議会の協力のもと、焼岳の登山者向け火山防災マップを作成している。登

山者向けに、噴火警戒レベル 2・3の段階での規制ポイント、登山届ポストや登山

道中のドコモが通話可能なルートなどの活火山への登山に必要な情報が記載され

ている。また、登山の際に折りたたんで携帯できる大きさで、作成されている。 

 
 

出典：岐阜県ホームページ 焼岳火山防災マップの作成について 

（http://www.pref.gifu.lg.jp/bosai-bohan/bosai/shizensaigai/kazansaigai/yakedake-map1.html） 
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② 噴火警戒レベル 
焼岳では平成 23年３月から噴火警戒レベルの運用が開始されている。 
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③ 火山防災計画・具体的な避難計画 
【焼岳火山防災計画（H23 策定、H27改正）】 

焼岳火山噴火対策協議会では、噴火警戒レベルの運用開始に先立ち、警戒レベルの

各段階において関係機関が実施すべき防災対策を網羅的、総括的に記述した『焼岳火

山防災計画』を策定し、関係機関横断的な対策の推進を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【焼岳噴火警戒レベルに応じた奥飛騨温泉郷の避難体制計画（H23～）】 

焼岳の噴火現象が想定されている市町村は、高山市と松本市の２市である。 

松本市においては、噴火現象が想定されている範囲に居住地域が位置していない

ため、噴火警戒レベル 4・5 の段階では、入山や道路の規制、観光施設の閉鎖等の

対応のみで住民避 難対応は想定されていない。 

一方、高山市では奥飛騨温泉郷地域において住民の避難が必要となるため、警戒

避難体制の整備が必要である。しかし『焼岳火山防災計画』では避難が必要となる

地域は示されているが、避難者の人数や具体的な避難手段などまでは示されていな

い。これを補足し、具体的な避難計画とするため、『焼岳噴火警戒レベルに応じた

奥飛騨温泉郷の避難体制計画』が策定された。この計画は住民等の増減によって、

随時更新が行われている。 
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【焼岳火山噴火行動計画（H27策定）】 

前述の『焼岳火山防災計画』は、各機関が収集した情報の伝達系統や情報共有の

実施方法、噴火の規模が大きくなった場合に考えられる現地対策本部の運用といった

具体的事項までは定められておらず、基本的計画という側面が強い。 

また、噴火等の現象が発生した際には、本来、岐阜県、長野県の関係機関が一堂

に会して、火山活動の状況を踏まえた認識及び情報の共有を図りながら対策を進める

ことが望ましい。しかし、焼岳は、地理的な制約から、噴火発生時に岐阜県、長野県

の関係機関が一堂に会して災害対策を協議することが容易ではないため、情報の伝達

や共有、現地対策本部の運用に関して、あらかじめ具体的なルールを策定し、火山防

災計画が志向する両県関係機関による総合的な災害対策の実現を図る必要がある。 

『焼岳火山噴火行動計画』は、以上のような趣旨を踏まえて、地理的な制約があ

る中でも、両県関係機関が連携して災害対策の実施を図るために必要な事項を中心に、

噴火時における総合的な災害対策の実施に関する関係機関共通の具体的なルールを

策定したものである。 
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④ 焼岳に係る火山防災の普及啓発の取組 
【高山市火山噴火防災訓練（焼岳）】 

高山市では、例年、奥飛騨温泉郷連合町内会と連携して住民の避難訓練を行って

いる。併せて、関係機関による情報伝達訓練や、火山専門家による講演会も開催され、

各機関が連携した取り組みとなっている。 

 

【焼岳火山防災訓練】 

平成 23年２月から、焼岳火山噴火対策協議会により、焼岳火山防災訓練が実施さ

れている。協議会の構成員のうち特に防災対応に関系する、長野県、岐阜県、松本市、

高山市、国土交通省砂防事務所、気象台、警察、消防、自衛隊などが参加している。 

平成 26年度の訓練は、実働訓練に近いロールプレイング形式と質問回答形式を組

み合わせた簡易型のロールプレイング方式の演習が行われ、約 50名が訓練に参加し

た。進行役が訓練参加者に状況を説明し、参加者は所属する機関ごとにその状況に応

じた対応を検討し、他の機関と情報交換を行うという形式であった。 

 

《平成 25年３月の訓練の様子》        《平成 26年３月の訓練の様子》 
 

出典：神通川水系砂防事務所ホームページ おくひだ通信 

（http://www.jinzusabo.go.jp/news12/view.cgi?mode=logfile&page=0） 

 

出典：松本砂防事務所 アルプス SABO NEWS 

（http://www.hrr.mlit.go.jp/matumoto/news/pno0518.html） 
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（２） 過去の主な噴火災害 

 有史以後の噴火のうち、とくに大規模だったのは、1108年の天仁の大噴火と、1783

年の天明の大噴火である。 

 1108 年の噴火は、前掛火山で最大規模の噴火だったと考えられており、広範囲にわ

たって、噴石や火山灰を降らせ、田畑に大きな被害をもたらした。大量の火砕流（追

分（おいわけ）火砕流）が流出して、北側と南側の山麓を埋めつくし、そのあと北

斜面に舞台溶岩流が流下した。 

・ ··········································································································· 1
783 年の噴火は、浅間山山麓に最大規模の災害をもたらした。５月９日に始まった

噴火は、３ヵ月後には最高潮に達し、８月４日の夜、軽井沢の宿場に大量の噴石が

降り注ぎ、大混乱となった。この日、北麓には吾妻（あがつま）火砕流が流下した。

降灰は遠方にまでおよび、関東地方中部では、昼でも暗夜のようになったといわれ

ている。翌日の午前、大爆発とともに鎌原（かんばら）火砕流が発生。大規模な火

砕流は、浅間山の北斜面をなだれ落ち、その中に含まれていた溶岩片の力で地表を

削り、岩屑なだれとなって鎌原村を埋没させた。この天明の大噴火による死者の数

は、統計によりまちまちだが、全体で 1,500 人前後に達したのではないかと考えら

れている。 

 その後も浅間山は数えきれないほど中小規模の噴火を起こしており、ときには降灰

による被害や空振によるガラスの破損などがあり、登山者が噴石で死亡するなどの

事故も起きている。 

 最近では、2004年９月から小規模から中規模の噴火（爆発）が約半年間にわたって、

頻発した。この一連の噴火による人的被害はなく、建物などへの被害もごく軽微な

もので済んだが、一方で、降灰による農作物の被害や観光施設の一時閉鎖、風評被

害による観光客や宿泊客の減少、防災対応では、交通規制が２県にわたる対応であ

ったため、解除のタイミングなどで一時期混乱が生じた。 

 

 2009 年には、２月１日２時頃、山頂の東北東にある傾斜計で変化が始まり、同日午

前には山頂直下を震源とする周期の短い火山性地震が増加したことから、１日 13時

に火口周辺警報を発表し、噴火警戒レベルを２（火口周辺規制）から３（入山規制）

に引き上げた。その後、２日に山頂火口で小規模な噴火が発生した。噴煙は火口縁

上 2,000ｍに達して南東方向に流れ、関東南部でも降灰が確認された。また、同日

大きな噴石が山頂火口の北西約１～1.2km まで飛散しているのが確認された。２日

の噴火以降は、傾斜変化や周期の短い火山性地震の増加が認められなくなったこと

から、噴火が切迫した状態ではないものの、引き続き火口から４km の範囲に影響を

及ぼす噴火が発生する可能性があると予想し、３日に火口周辺警報を発表して警報

事項を切り替えた。その後も、９日から 17日にかけて、ごく小規模な噴火が断続的

に発生した。 

 2011 年 3 月 11 日の東北地方太平沖地震以降、3 月 12 日から山頂火口の南及び南東
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（４） 火山監視・観測体制 

《浅間山 観測点配置図》 
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（５） 浅間山の火山防災対策に関する取組 

① 噴火警戒レベルの運用 
浅間山は、平成 19年 12月 1日より噴火警戒レベルが運用開始されている。 

 
〔火山噴火（爆発）防災計画（平成 26 年度）群馬県火山防災対策連絡会議〕 
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〔「浅間山の噴火警戒レベル」（気象庁リーフレット）〕 
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② 火山ハザードマップ・火山防災マップの作成 
 

火山噴火時における住民や観光客等の迅速な避難等のため、火山噴火時の溶岩流、

火砕流、土石流等の広がりの予測（ハザードマップ：災害危険区域予測図）、避難所の

位置、避難時の心得等を記載した火山防災マップを平成７年に作成し、住民や旅館等

に配布した。 

浅間山については、2003年（平成 15年）に改訂を加え、2009年（平成 21 年）にも、

群馬県、長野県や周辺市町村等で構成する浅間山火山防災対策連絡会議により噴火警

戒レベル１～３までの噴火現象に対応した火山防災マップを作成し、関係市町村で活

用されている。 

また、2011 年（平成 23 年）には、浅間山ハザードマップ検討委員会から提供を受

けたハザードマップを活用し、中噴火に伴う融雪型火山泥流（噴火警戒レベル４～５）

に対する住民説明会用マップを作成し、住民に対して周知を図った。 

大規模噴火（噴火警戒レベル４～５）までの噴火現象に対応した防災マップの作成

についても検討中である。 

 

〔火山噴火（爆発）防災計画（平成 26 年度）群馬県火山防災対策連絡会議〕 
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〈噴火警戒レベル１～３までの噴火現象に対応した火山防災マップ〉 
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協議会移行前の「浅間山火山防災対策連絡会議」には、専門部会として火山防災マッ

プ策定ＷＧが設置されており、浅間山ハザードマップ検討委員会とも連携し、「融雪型火

山泥流」に対する防災対応の検討を積極的に進めてきた。平成 23年８月に、浅間山融雪

型火山泥流マップが作成・公表されている。 
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③ 火山防災に関する啓発活動事例 
■防災訓練 浅間山噴火を想定したロールプレイング方式防災訓練 

開催日 平成 27年２月 15日（月）13:00～17:00 

開催場所 
群馬県嬬恋村旧干俣小学校 

［浅間山火山防災協議会現地対策サブセンター］ 

主催 浅間山火山防災協議会・利根川水系砂防事務所 

参加機関 
群馬県、長野県、嬬恋村、長野原町、佐久市、小諸市、御代田町、軽

井沢町、気象庁、自衛隊、警察、利根川水系砂防事務所 等 

浅間山噴火時の防災対応を円滑かつ効果的に実施するため、浅間山火山防災協議会では、

浅間山噴火時の防災対応の確認と関係機関の情報共有の実践を目的としたロールプレイン

グ方式の防災訓練を実施している。この訓練は平成 19 年度から実施され、平成 27 年度で

９回目になる。 

 

〔国土交通省利根川水系砂防事務所ホームページより〕 
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■浅間山火山防災講演会 

浅間山周辺の市町村では、「浅間山火山防災講演会」が毎年実施されており、一般住民を

対象とした火山に関する基本的な知識や実例に基づく火山防災の教訓を伝える貴重な機会に

なっている。 

平成 27 年度は、長野県小諸市で、火山防災エキスパート（土井委員）による講演会が開

催された。 
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■タイムライン（事前防災行動計画）の策定 

群馬県嬬恋村では、平成 27 年から浅間山の噴火を想定したタイムラインの検討が行われ

ている。 

火山噴火を想定したタイムラインとしては、全国初の事例であり、防災関係機関や住民代

表の組織が共同で検討することにより、顔の見える関係が構築されている。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〔NPO 法人環境防災総合政策研究機構ホームページ] 

http://npo-cemi.com/works/image/timeline/tumagoi01.pdf 

 




